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I.はじめに

キリスト教内において「異端」と呼ばれる人物または集団が，独自の教義を

展開しつつ「正統」とされるカトリック教会を批判する運動は初期教会の時代

から幾度となく繰り返されてきたことである． そして， 11世紀に教会内でグ

レゴリウス改革が始められると， この運動に刺激されて教会のあり方を批判

する説教者が現れるようになったく☆'>， これとほぼ同じ時期， 12世紀のリヨン

に端を発し， その都市の一商人であったヴァルデスValdesによって創設され

た「ヴァルド派｣LesVaudoisも同様に異端として断罪破門された集団の一つ

であるく☆2>、彼らは原始キリスト教会への回帰を理念として掲げ，聖書に書か

れていることのみを信じ， キリストもしくはその使徒たちが清貧を良しとして

いたことから， 自らもそれを模倣しようと厳格な道徳規律に基づく使徒的生活

(VitaApostorica)を実践することを重要視していた． そして，聖書を深く読み

こんで説教をするうちに「聖書の内容」と「カトリック教会の教義」との間に差

異があることに気付き，聖書に忠実でないカトリック教会を徐々に批判するよ

うになっていく．異端審問制度によって多くの異端者たちが裁かれ，改宗を求

められ，処刑されていく中で，彼らは13世紀以降， この危険から逃れるため

にヨーロッパ各地へと離散し，約300年という長期にわたる地下活動を行うよ

うになる．以後， カトリック教会側から度重なる迫害を受けつつもアルプスの

山奥などに潜伏しながら，宗教改革運動に参加する16世紀初頭まで自分たち

の信仰をひたすら守り続けた．そして現在， プロテスタントの一派として活動

を行っているヴァルド派福音教会(Eglise6vang6riquevaudoise)は中世ヴァル

ド派の後喬であり，宗教改革運動に正式に参加すべく宗教改革者ひいてはプロ

テスタントたちが説いていた理念を全面的に受け入れるという教義的革新化を
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行って以降， ヴァルド派はジャン・カルヴァンの思想を基盤とするジュネーヴ

改革教会と殆ど相違ない団体となっている． 中世期に異端と呼ばれていたヴァ

ルド派は，初期の段階ではカトリック教会内において聖書に忠実であろうとし

た小集団に過ぎず，基本的な理念はカトリックの教えに倣っていた部分も多

く， ヴァルド派としての固有の宗教思想を持っているわけではない． しかし，

1215年の第4回ラテラノ公会議でカトリックから破門されて以降，活動の範囲

がリヨン以外の地域に及ぶにつれて，彼らは訪れた土地で活動していた他の異

端勢力から様々な影響を受けるようになっていった． そして，地下活動期間の

約300年を通して， その影響を自分たちの信仰と結びつけ，昇華させることで，

少しずつ「独自の宗教思想」を形成していったのである． 本論文では，創設か

ら宗教改革参加に至るまでのヴァルド派の思想潮流を時代を追って考察し， 中

世期の彼らの教義が一体どのようなものであったのか明らかにすることを目的

とする．

|Ⅱ創設-異端審問期‘鮒紀後期州世紀初Ⅲ
|Ⅲ｢異端｣への過程
創設期のヴァルド派については今日でもなお不明な点が多いが，一般的に

ヴァルド派の創設は1173年頃， とある日曜日にリヨンの裕福な商人であった

ヴァルデスが，路上で吟遊詩人が湿っていた「聖アレクシス伝」に心を打たれ

て回心しく☆3>， 自らの財産を投資して新約聖書と4人の教会教父による著作の

俗語翻訳を作成， それらを熱心に暗記しては自ら路上で説教を行うようになっ

たことが始まりとされている．彼は自分に共感して集まってきた人々と共に一

つの小さな説教団体を組織し，常に聖書に忠実であり続ける形で原始キリスト

教会へ本質的に近づくことを真の目的としていた． ただ、彼らはカトリックの

許可なく説教を行っていたために，やがてリヨン司教から注意勧告を受けるこ

ととなる． その理由は， カトリック教会において説教活動が聖職者の特権であ

り，一般の平信徒に認められていない行為であったからであるく☆4>， そこで彼

らは，公的に説教活動を続けるために， 1179年にローマで行われた第3回ラテ

ラノ公会議へと出向き， 当時の教皇であったアレクサンデル3世Alexanderlll

に自分たちが用いていた俗語訳聖書等を提出して，正式に説教の許可を申請す
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るという方法を取った． そして， アレクサンデル3世はヴァルデスたちのこと

を「私財で聖書を翻訳し， 自らキリスト教を布教しようとしている非常に熱心

な信者」と判断し，その積極性を認めて特別に許可を下したようである． ただ，

カトリック教会側で彼らの行為を監督するためにも，説教を行う際には「毎回

必ずリヨン司教の了解を得る」という条件が付加されていた．

こうしてヴァルデスたちは教皇の許可の下，翌1180年に開かれたリヨン公

会議の席で正式な信仰告白を行い，一つの公認托鉢修道会として， カトリック

教会内における自分たちの正当な地位を確立した． しかし，説教をするにあ

たって聖書を全ての規範とするヴァルデスたちは， 次第に「人（カトリック）

よりは神（聖書）に従う」<☆5>という考えを有するようになり， カトリック教会

が形成した独自の祭事やヒエラルキーには敬意を示さずに，常に全員が上下関

係のない平信徒として留まった状態で， リヨン司教の了解を得ないまま1180

年から1184年の4年間にかけて無許可に説教を行うようになっていった．教

会権威を度外視したこの行為が災いし， ヴァルデスたちは1184年のヴェロー

ナ公会議において「離教者」として警告されてしまう． にもかかわらず， それ

以降もなお無許可の説教を続け， さらにはカトリックに対する批判も行うよう

になったために， 1215年の第4回ラテラノ公会議において，ついに彼らは「異

端者」として断罪され， カトリック教会から完全に破門されてしまったのであ

る． この結果，彼らはリヨンの街から追放されてしまうのだが，断罪されても

なお，彼らは決して自分たちの信仰を捨てるようなことはしなかった．

| Ⅱ-Ⅱ初期ヴｧﾙド派による否定項目
ヴァルド派が持つ思想の形成は， カトリック教会の信仰活動において「聖書

に書かれていない事柄を否定すること」が出発点であるといえる． 自分たちが

説教を行うにあたり， まず彼らはカトリック教会が説いている既存の教義や慣

習などが聖書の中に記載されている事柄と本当に一致するのかどうか， 内容を

照らし合わせながら，少しずつ比較検討していった． そして，聖書の中に記載

がないと確認した事柄に関しては「人（カトリック）が独自に作り出したもの」

としてその存在価値を否定し， リヨンの街中，つまりはカトリックの司教区内

であるにも拘わらず， カトリック教会の持つ矛盾点を公然と指摘するような形

の説教を行うようになっていったのである．では， ヴァルド派が指摘した「カ

トリック教会の信仰活動と聖書の内容との間における矛盾点」とは，具体的に
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どのようなものが挙げられるのであろうか．以下に記載している項目は，初期

のヴァルド派が否定していたと思われるものである．

|旧u煉獄
「煉獄」とは， 12世紀後半に出現するカトリック神学の観念で，小罪を犯し

た人間の魂が浄化のために一定期間置かれる場所であるとされる．北陸大学の

村上良夫が引用している供述によると、ヴァルド派はこの観念に対して「死後

には煉獄などない」と考えており， さらに「煉獄の罰などというものは、 この

世においてしかない｣｢魂は肉体を離れるやいなや，救わるべき者はすぐに天国

に，滅ぶべき者は地獄に行く．死後には魂の住まいとしては天国か地獄しかな

い」と主張しているく☆6>、 このような煉獄の観念の否定はヴァルド派において

一般的であったようで， フランスのヴァルド派学者であるガブリエル・オディ

ジオも村上のものと類似した供述を引用しているく☆7>，

| ]HI-Ⅱ教会権威
教会側が定めた「聖書の内容と一致しない慣習」を独自的なものであるとし

て否定したヴァルド派は，祝祭，断食日，叙品，聖別式，教会の聖務，及びこ

れらに類する事柄を全て拒否しく☆8>，宗規に関する裁可や，十分の一税，教皇

令ですらも全く認めず， ただ軽蔑し，拒絶し，非難したようである．

| Ⅱ-Ⅱ-Ⅲ告解･贈宥
本来，罪とは神のみが赦すことができるとされているが， ヴァルド派は「す

べての善人は司祭であり，罪を赦す力一教皇だけが持っておられると我々が

信じているところの－を持つ」と考えていたようであるく☆9>・ このことから，

聖書の内容と矛盾した祭務を執行し，金銭にまみれた富裕な生活を送っている

カトリック教会の聖職者たちは「善人ではない」という認識が彼らの間で生ま

れ，教会側が与える赦免を無意味なものとして軽蔑したと思われる．

’ II-II-IV:救済

「人よりは神に従う」という持論が示すように， ヴァルド派は「救われるため

には神にだけ告白すればよいのであって， 人に告白する必要はない」と説いて

いたく☆'0>、 ただ、神の救済に預かるためとして， カトリック教会の「自由意志」
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の理論は認めていたようであるく☆'1〉

|ⅢⅣ聖人崇拝
カトリック教会における聖人崇拝の慣習は，唯一なる神の礼拝と抵触するも

の， あるいはキリスト中心主義と相容れないものとみなされることが多く， ま

たそのような危険性をも含んでいる． ヴァルド派もこの慣習を聖書にはないも

のと考え「教会において，諸聖人の功績や祈りによってなされた奇蹟など，実

際にはない」と説き， また「諸聖人は天において，地上の我々がささげる祈り

を聞きもしなければ，我々のささげる崇敬に注意を払うこともない．聖人たち

は我々のために祈ったりはしないから，諸聖人の代祷を願っても無駄だ」と主

張したようであるく☆'2>、

| [HI-V'礼拝の対象
ヴァルド派は「神のみがあらゆる種類の賛美をもってあがめられるべき」と

考えており， カトリック教会が神以外に十字架や建造物としての教会，諸聖人

の像，祭壇の献堂， キリストの血・肉体と呼んでいるもの（聖体）などを崇め

ていることは，神の存在を軽視し，罪を犯していることと同じであると主張し

たく☆'3>、

’ II-III.初期ヴァルド派の指針

上に挙げた項目は特にカトリック教会の教義と聖書との間に存在する差異を

具体的に指摘するものであり， その他の事柄に関してもヴァルド派は基本的に

｢聖書に忠実に従っていた」と考えられる． そして， ヴァルド派が目指すとこ

ろは常にカトリック教会そのものを内部から変革することによる「原始キリス

ト教会への回帰」であったため， これを目的とする彼らの教義にはとりわけ急

進的な思想は含まれておらず， また独自に生み出したと思われる特殊な概念も

見受けられない以上のことから，初期ヴァルド派の教義的特徴としては，聖

書に書かれていることを直接的に理解し，実践する「福音的聖書直解主義」と，

使徒的生活を基盤とした完全な生き方に努める「清貧的道徳至上主義」の2つ

が考えられる．

常に聖書に対して忠実な姿勢を見せ，教義的な矛盾点もなく，教会の霊的な

純粋化を図ろうと努力するヴァルド派の活動は，一見すると何の問題もないよ
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うに見える． それでもなお彼らが断罪された理由は， 「人よりは神に従う」と

いう言葉通りに一修道会であるヴァルド派がその上位組織であるカトリック教

会の信仰活動と聖書の内容との差異を指摘し続け， さらには蓄財によって腐敗

した無意味なものとして教会の組織全体を批判するようになったからであろ

う． そのため， この事態を危‘|具したカトリック教会は， 自分たちの立場を守る

べく「教会権威への不従順」という理由を掲げて， ヴァルド派を早期に断罪し

てしまった． しかし，断罪以後も彼らは熱心に聖書の研究を続け， ヨーロッパ

各地を遍歴しながら， 自分たちの新たな居住地を開拓していった． このことが

徐々にヴァルド派独自の思想の形成へと繋がっていくのである．

IⅡ地下活動期(13世紀中期～16世紀）

|ⅢIグｧﾙド派と他の異端との関係
ヴァルド派が破門された13世紀初めのこの時期は，教皇グレゴリウス9世

GregoriusⅨによって異端審問制度が正式に設立された時期なのだが， 当時の

ヴァルド派は異端審問によるカトリック教会側からの弾圧を全くと言っていい

ほど蒙ることがなかった． なぜなら， 当時のカトリック教会が， 中世雄大の異

端と称される「カタリ派｣LesCatharesと対時していたからである． ミディ ・ピ

レネー地方を拠点とし，南フランスにおいて徐々に規模を拡大させていくカタ

リ派に不安を感じていたカトリック教会は，討伐のためのあらゆる勢力をカタ

リ派に集中して注いだ． オディジオによるとく☆'4>， ヴァルド派への実質的な迫

害は， 1229年のパリ和約によってアルビジョワー|-字軍の派遣が打ち止めにな

り， カトリック教会がカタリ派の危険性から徐々に解放されつつある1230～

1240年頃から始まったようである． 13世紀中頃になると， ヴァルド派は異端

審問官の目から逃れるためにヨーロッパ各地へと分散し，地下活動を展開する

ようになっていく． カトリック教会の信仰活動と聖書の問における矛盾点の指

摘から始まったヴァルド派の教会改革運動であるが，活動地域がヨーロッパの

広範囲に渡るにつれ， その思想にも少しずつ変化が生じ始めた． その理由とし

ては「他の異端勢力との接触」が挙げられる． 13～15世紀当時は西欧社会にお

いて様々な異端が生じた時期であり， ヴァルド派は遍歴説教で訪れた地域で活

動していた土着の異端勢力と接触する機会を持つようになった可能性が考えら
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れる．その結果,カトリック教会本来の教義や慣習とは徐々に疎遠になり始め，

独自の宗教思想を確立しつつ，その活動内容を尖鋭化するようになっていった

のである．では，他の異端との関係とは具体的にどのようなものが考えられる

のか．以下にその例を上げてみたいと思う．

|Ⅲ-Ⅱｶﾀﾘ派
12～14世紀には，南西フランスで活動していたカタリ派と接触する機会が

あったようである． カタリ派の教義は， グノーシス主義や二元論思想を基盤と

したものであり， カトリック教会における三位一体論などの教義とも根本的に

対立する点が多かったため， 当時としても非常に特殊かつ急進的なものであっ

た． ただ， カタリ派の思考とヴァルド派の思考に関して， イタリアのヴァルド

派学者ジョバンニ・ゴンネットやく☆'5>， 中世異端の研究家アルベルト ・グルン

トマンによるとく☆'6>，両者の間には一種の共通点があったようである． それは，

ヴァルド派の持つ「自発的貧困の巡礼説教師としての福音的・使徒的生活形態」

である．元々のヴァルド派はカタリ派の思想と相容れず， カトリック教会を後

押しする形でカタリ派に対する反駁説教を行っていた． しかし， フランス南部

における近郊地域で活動するうちに，一部でカタリ派の信徒と行動を共にする

者が現れはじめ，福音至上主義に基づく清貧の徹底から多くの異端者が追及す

る完徳を両者とも常に追及していたというものである． これらのことから，両

者は教義的に相容れる可能性は少ないものの，完徳の実践と理想にはある程度

の平行関係があったと考えられる．

|Ⅲ-Ⅱブス派
14世紀後半には， ボヘミアでブス派と行動を共にする者がいた． ブス派と

はボヘミア出身の宗教改革者ヤン・ブスの思想を受け継ぐ集団でく☆'7>， その中

にはヴァルド派の思想に影響を受けたと思われる者も含まれておりく☆'8>， ゴン

ネットは両者の接近において一つの合併があったのではないかと述べているく☆'9>、

お互いが与えあった影響を明確に区別するのは困難であるようだが， ヴァル

ド派がブス派から受けた影響として考えられるものは， ブス派の最も改革的な

主張と言われる「二種聖餐」の概念ではないだろうかく☆20>、聖餐の儀式で聖職

者と平信徒との区別をなくし，原始キリスト教会の姿を目に見える形で表わす

という象徴的意味を持っていたこの概念はヴァルド派内においても採用されて
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おり，それがブス派からの影響によるものであるという確証はないが，可能性

は否定できない． さらにブス派は聖職位階制の認可が不要の自由な説教をカト

リック側に要求していたためく☆21>， この点に関してもヴァルド派と共通する部

分がある．

|旧-Ⅲﾀｰボﾙ派
ターボル派とは， ブス派内部における分派である．彼らは集会に使う丘を聖

書に登場するタボル山にちなんで「ターボル｣Thborと命名したことからこのよ

うに呼ばれており，二極聖餐論を説く穏健派（カリス派と呼ばれる）に対する

急進派として位満付けられる． ターボル派の特徴は二極聖餐からさらに進んで，

洗礼と聖餐以外のあらゆる秘蹟を否定しく☆22>，原始キリスト教にl可帰せよとい

う論を強く展開したことにある．彼らの共同体の中では皆で平等に食物を分け

合い，平服でミサを行い，争いや盗みは禁じられるという道徳規律が尊守され

た生活が営まれていたゴンネットはこれらの点がヴァルド派と共通すると考

えているようだがく玄23>，共通点がある一方で「洗礼と聖餐以外のあらゆる秘蹟

を否定した」ことに関しては両者の間で価値観の相違があったことにも留意し

ておきたい． ターボル派がこの2つを採用したのは聖書の中にキリスト自身に

よる明確な言及があるからなのだがく☆24>， ヴァルド派は秘蹟の概念においては

宗教改革に参加するまでカトリックの様式に倣っていたため， このプロテスタ

ント的とも言える思想には同意できなかった可能性があると思われる．

|Ⅲ-Ⅱ中'昧期の碇項目
次に， この頃に確認されたヴァルド派が指摘したカトリック教会の矛盾点を

挙げておきたい．先に挙げた13世紀の否定項目に対して， 14～15世紀になる

と新たな否定項目が加わっていく． これら新たに追加された親柄は「異端審問

制度」が設立され， ヨーロッパ各地にヴァルド派が拡散する頃から確認されは

じめたものである．

’ III-II-I.虚言

ヴァルド派はキリストが口にした「あなたがたは『然り，然りj『否， 否』と

言いなさい． それ以上のことは，悪い者から出るのである」という言葉に従っ

ており〈☆25>， カトリック教会はこの道徳的な規則に関して，彼らを拝めること
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は殆どできなかったようである

| [IHⅢ宣誓
一般的に異端審問は，法廷においてまず聖書に対して誓いを立ててから訴訟

手続きに入るのだが， ヴァルド派はこの行為を頑なに拒んだ． これは「あなた

がたも聞いているとおり，昔の人は， 「偽りの誓いを立てるな．主に対して誓っ

たことは，必ず果たせ』と命じられている． しかし， わたしは言っておく．一

切誓いを立ててはならない．天にかけて誓ってはならない． そこは神の玉座で

ある」という聖書内の記述に基づくものであり， あらゆる異端審問官が「ヴァ

ルド派の特徴」として認めていたく☆26>、

|Ⅲ-Ⅱ-Ⅲ死刑
1231年から始まった異端審問制度には， カトリック教会側が異端者を発見

して改宗させる， また改宗しない場合にはヨーロッパにおけるカトリック教会

の純化を図るために死刑に処する， という2つのH的があった． そして，聖書

への忠実性から， ヴァルド派は早くからこの「死刑」という形式の処罰制度を

拒絶していたようである． これは「あなたがたも聞いている通り，昔の人は「殺

すな．人を殺した者は裁きを受ける」と命じられている」<☆27>や「そこで， イエ

スは言われた． 「剣をさやに納めなさい．剣を取る者はみな，剣で滅びる』｣<☆28〉

という聖書の記述に従うものである． また同様に「人を裁くな｣<☆29>という記述

も聖書内にあることから， あらゆる裁きは神のみが下すものであると考えてお

り，異端審問において人が人を裁くことは神の教えに反していると主張した．

|Ⅲ-Ⅱ-Ⅳ聖体
ヴァルド派はカトリック教会と同様に実体変化の現象を信じていたが， その

内実には多少の差異がある．例えば， フランスのヴァルド派信者はパンとブド

ウ酒が実際に変化しているとは信じず， それらは単にキリストの最後の晩餐の

儀式を記念して配布される「祝福されたパンとブドウ酒」であって， あくまで

比瞼的にキリストの血と肉と言われているにすぎないと考えていたく☆30>、 しか

し， イタリアのヴァルド派信者は，聖餐におけるパンとブドウ酒は実体変化は

するもののカトリック教会が考えているような物質的変化ではなくキリストが

霊的に宿るものであるとされ，罪のある聖職者が執り行う聖餐の儀式において
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は実体変化は起こらず， あくまで善人による聖別があってはじめて効果を為す

と考えられていた． このことから，聖体の秘跡に関して言えば， ヴァルド派が

広がった地方によって「最後の晩餐の記念的象徴」か「キリストの霊的顕在」か

どうかで意見が分かれていたと言えるだろう．

' 1ⅢⅣﾅﾄｩｽ主義
ドナトウス主義とは， 4世紀に北アフリカのローマ領で生まれた異端「ドナ

トゥス派」に端を発する思想である．彼らは聖職者に対して厳格な道徳律を要

求し「罪ある司祭が執り行った洗礼，婚姻，聖餐などの秘跡は無効であり， そ

の者が行う説教も無意味なものである」とした．つまり，聖職者という身分に

おいては表面的な「役職」よりも本質的な「功徳」が重要な要素となり，徳のな

い聖職者には聖務を執り行うだけの資質がないということである．逆に言え

ば，功徳のある者はみな聖務に従事するだけの資質を持っているとも考えられ

る． ヴァルド派の中にもドナトウス主義に基づく人効論的立場に立った主張

があったが， 「聖体」の観念と同様に， これも内部で意見が分かれていたよう

である． ヴァルド派の間でドナトゥス主義の考えが採用されたのは12世紀末

ごろであるとされる． これを率先して採用したのはイタリアのヴァルド派の方

であり， フランス側では当初，依然としてカトリック教会の考えに沿ってい

たく☆3'>， ただ， 13世紀になってからはフランス側もこの考えを採用したため，

実質的にヴァルド派全体においてドナトウス主義の思想が浸透したものと思わ

れる． ヴァルド派内では説教者と平信徒という階級こそあったものの「信徒は

全て平等に祭務を執り行う機能を有する」という考え方から，互いに洗礼を施

し，告解を行ない，赦免を与え合い，聖餐を授けるということを行っていた．

加えて「説教とは， あらゆる信徒の最高の義務である」と考えられていたため，

ヴァルド派内には女性の説教者が数多くいたこと， さらには売春婦ですら説教

に携わっていたことは，特筆に値する． これは，後にルターが説いた「万人祭

司」と相通じるところがあるく☆32>，

’ III-III.ヴァルド派の地下潜行
カトリック教会の異端審問によって多くの異端が壊滅へと繋がっていった中

でヴァルド派が生き残ることができたのは，特定地域における活動に固執する

ことなくヨーロッパ各地に勢力を分散させたこと， ニコデモ主義的にカトリッ
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ク教会のミサにも参加しつつカトリック教会の目の届かないところで独自の活

動を秘密裏に行っていたことく☆33>， この2つの理由が大きく起因していること

は間違いないだろう． このように地下活動期は，先に見たカタリ派やブス派な

ど，他の異端勢力と接触することによってヴァルド派としての「独自の宗教思

想」が確立されていった時期であり， さらに思想以外の面においても彼らは時

代ごとの状況に対応した変化を遂げることで，約300年という長期間において

固有の信仰形態を築いていったのだと考えられる．

’ IV:中世期のヴァルド派の教義
本論のまとめとして， 中世期におけるヴァルド派内の教義と，その思想基盤

を総合的に考察すべく， これまでに挙げてきたヴァルド派のカトリック教会に

対する批判をまとめてみたいと思う．

まず， カトリック教会の救済論のシステムの否定が挙げられる．煉獄の存在

を否定し，煉獄にいる死者に対して祈りをあげることも無用であるとし，續宥

や破門は神が内側に宿っている善人のみが行えると主張した．次に，神と人と

の間にある全ての媒介は「キリストー人で十分」とし，崇める対象は唯一「神

のみである」と考えていたことから， カトリック教会が独自に生み出したと思

われる聖人崇拝（マリア崇拝を含む)，諸聖人の功績や祈りによる奇跡，パン

とブドウ酒の物理的実体変化に基づく聖餐，祝祭典，断食日，叙階，聖別式な

どの聖務や， 十字架，教会建築，聖像などの象徴的物質を否定し，軽蔑した．

そして，十分の一税や，聖職売買，免罪符の販売などによって信徒から金銭を

徴収し，清貧からは非常にかけ離れた団体となっていた当時のカトリック教会

に対して教会の清貧と聖職者たちの道徳的無罪の必要性を説き，十分の一税，

聖職売買，免罪符販売を否定した．加えて，教会内部に独自の階級制度を設け

て，本来なら神のみが持つ特権を聖職者が独占的に行使していたことに関して

も異を唱えた．

上記の事柄を踏まえたヴァルド派の宗教思想とは， 中世期においてどのよう

に定義づけられるのだろうか． これまでに挙げたヴァルド派が否定した事柄は

｢聖書に対する一貫した忠実性」に基づいており，他の異端による影響と関連

性は「独自の教義、宗教思想の確立」を意味している．初期のヴァルド派の特
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徴は， マタイによる福音書第19章21節の「イエスは言われた． 『もし完全にな

りたいのなら，行って持ち物を売り払い，貧しい人々に施しなさい．そうすれ

ば，天に富を積むことになる．それから私に従いなさい』」という言葉に基づ

く「自発的清貧」にあり，原始キリスト教会への回帰を第一の目的としてヴァ

ルデスが説教を始めた当初は「聖書，清貧，説教」が，彼らの根本的な要素と

なっていた． その後， これらの要素は少しずつ変化していくのだが， 中世の

ヴァルド派は最初から独自の教義を持っていたというよりも，聖書への忠実性

を起点として外部的な要因によって少しずつ独自の教義を確立させていったと

考える方が適切であると思われる． 1215年に異端として断罪された後も， ヴァ

ルド派内部にはカタリ派が説いていた二元論のようなカトリック教会の根本教

義から大きく離れた急進的な異端思想は備わっていない． つまり，元々原始キ

リスト教への回帰とカトリック教会の純化という目的を持っていた中世のヴァ

ルド派の根本的な思想に関しては，大きな変化は起きなかったのであろう．結

果、中世期を通して形成されたヴァルド派の特徴は「福音的聖書直解主義，清

貧的道徳至上主義」の2つに集約されると思われる．創始者のヴァルデスは聖

書を読みこみ，福音的聖書直解主義に基づいてそこに神学的な解釈を含むこと

なく，記載されていることをそのまま実践しようとした．加えて，清貧を重視

した使徒的生活を実践し，聖書の記述内容からかけ離れたカトリック教会を道

徳的な面で神に忠実でないとして批判し， 自分たちは清貧的道徳至上主義を終

始貫いていた． 中世期のヴァルド派の宗教思想は、 このようにまとめることが

できるだろう．

宗教改革参加と共にカルヴァン派の教理を受け入れ， プロテスタント教会へ

と変化したヴァルド派はく☆34>， それまでに形成してきた自分たちの思想の大部

分を放棄してしまう． 12世紀から続いてきたヴァルド派にとって， これは実質

的な終焉と呼べるかもしれないが，現代のヴァルド派には中世以来の歴史とア

イデンティティがなおも存在し， ジュネーヴ改革教会と異なる部分が確実に存

在している． 中世という時代を背景として考えてみると， ヴァルド派の宗教思

想は大いにプロテスタント的であり， ルターやツヴイングリ等の宗教改革者が

説いた理念とも共通する部分があることがわかる．ゴンネットがヴァルド派を

｢プロテスタントの先駆者」として扱いく☆35>， 日本でも同様の認識が行われてい

るのは，こうしたヴァルド派の特徴が大きな理由となっているのかもしれない．

（大阪市立大学大学院後期博士課程）
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1073年に教皇位についたグレゴリウス7世は，教会の聖職者が結婚あるいは同棲

することで不犯の戒律を守らないことや，聖職売買の行為などを批判した．

彼の名前には「ペトルスPetruS(ピエールPierre)」という洗礼名が付されることが

あるが,それは14世紀以降のことであるため,ここではヴァルデスとのみ表記する．

新倉俊一，神沢栄三，天沢退二郎， 『フランス中世文学集1－信仰と愛と－－－」

白水社1990,pp.24-25

｢聖アレクシス伝」とは，自身の富や地位などを捨て，キリスト教に霊的献身を行っ

た4世紀におけるローマの一苦行僧アレクシスAlexisの伝記のことである． この聖

昔伝は元々ラテン語のテクストであったが，吟遊詩人が好んで歌っており，好ま

れた証拠として古フランス語で書かれたテクストも存在する． 「同を統べ給う君候

ら諸候に応えて『諸候よ赦せ手段を求めん施しを求むる細民に数多の

財貨を与えなむされば今人波の中にあるも速やかに逃るるを得ん』［…］され

ど彼らは金銀には目もくれず一向心はかの聖人に向かいたり 貧しき人び

と心を一つに叫びて「かかる金銀に用はなしわれらのものとなりしこの聖人

そのお蔭にてわれら歓喜に浴したり この聖人のお蔭にてわれら救いを得

るならん｣」

平信徒は聖書に対して十分な神学的教育がなされていない存在であり，平信徒が

説教を行うとカトリック教会の教えに対して誤謬を生む恐れがあったため，基本

的に聖職者以外の者が説教を行うことは認められていなかった

GONNET;Giovanni, <<Led6veloppementdesdoctrinesvaudoisesdeLyoniChanfb-

ran”R…e"な""ど〃姓"//b叩6"γe卿β",“てﾉ｡必2",1972,p.403.

<<IJavertissementdel'ap6trePierre[…]O6ezII'で蜘碇ｵD”,"qgif9""加力｡""j6"J(ActesVj

29)prendrabient6tpoureuxlesensexclusifdeso/IDeoo〃〃β"””“”

村上良夫： 「ワルド派の起源について」 「史学雑誌』VOl.78,No.10,1969,p.81.

AUDISIO,Gabriel,L"腋"”応一Hz『”"e〃,""β成"j姓加eZ2e-Z6es""Fayard,2003,

p.71.

<<untemoindeclare[…]qu'nn'yavaitpasdepurgatoiredansl'autrevie,maisqueceux

quifaisaientlemalaUaientaussit6tenenfbretceuxquifaisaientlebienenparadis),

村上，必払p.82.

村上，〃雌p.82.

村上，必払p.82.

AUDISIO〃.c".,p.234.

<<Surleplanth6ologique,ilsontgard6,endenombreuxpointsessentiels,ladoctrinede
〆

l'Egliseromaine.IIsreconnaissentle@<librearbitre》》”

村上, qp.c".,p.81.

村上，〃雌p.82.

AUDISIO,Gabriel,"Ihrganisationdelaclandestinitevaudoisc"Re/igio〃〃e苑‘“わ"，

XZIt-X"ZIIZ""",2001,pp.62-63.
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GONNET;CP.C".,pp.398-402.

グルントマン， アルベルト ： 『中世異端史』創文社,1974,p.55.

ブスの思想は， ほぼ同時期にイングランドで活動していた神学者ジョン・ウイク

リフの教えに基づく部分が多いウイクリフは，聖餐で用いられるパンとブドウ

酒が質的にキリストのⅢと肉に変容するというカトリックの正統教義である実体

変化説を否定し，物質的な実体は聖別後も残ると説いたために， 1380年に異端者

として断罪された．

クリプトン，チャス． S, 『異端事典」三交社, 1998,p.173.

GONNEI;cP.",pp.398-399.

<< larencontreaveclesHussites : s'agissait-ild'unefi,sionpureetsimple,ouplut6tdela

revivificationdegroupespr6sdemourir？Leph6nomeneesttr6scomplexe, lacritique

historiquedevraitpouvoirdistinguercequelesVi'udoisetlesHussitessesontdonn6
夕 ●

rec1proquement”

薩摩秀登， 「プラハの異端者たち－中世チェコのブス派に見る宗教改革」現代書

館, 1998,p.110.

｢二種聖餐論｣l'utraquismeとは，平信徒への聖餐をパンだけでなく， パンとブドウ

酒の両種類を用いて行うという一つの聖餐様式である．平信徒に対する聖餐はパ

ンのみで， ブドウ酒は限られた者にしか与えないというカトリック教会の「一種

聖餐｣に対して,ラテン語で｢両方から」を意味する「ウトラクエ｣utraqueを元に「ウ

トラクイズム」 （日本語では両種聖餐論とも言う）と呼ばれる． 1414から1418年に

かけて開催されたコンスタンツ公会議において， この考えは異端とされ， 自説を

撤回しなかったブスは火刑に処されたが，現在のプロテスタント諸教会において

は聖餐の儀式にこの方式が採用されている．

クリプトン，チヤス．S: 『異端事典」三交社, 1998,p.174.

これは，後のプロテスタント諸教会がカトリック教会の7つの秘跡（洗礼， 聖餐，

堅信， 回心，婚姻。叙階終油）に対して。 2つの聖礼典（洗礼，聖餐）として採

用する論である．

GONNEI;qp.α＃.,p.406.

マタイ福音書（第28章19節，第26章26節）

AUDISIO,cP.c".,pp.69-70.

<<QL,evotrelangagesoit : $GOui?oui'' ,"Non?non";cequbnditdeplusvientduMauvais
〆

(Mt5,37)[…]l'Eglisenepouvaitguerelcurreprochercetter6glemorale>>

AUDISIO".c".,p.70.

"Vbusavezapprisqu'ila6t6ditauxanc6tres :"'n,nctepaIjureraspas,maistut'acquitt-

terasenversleSeigneurdetesserments."Ehbien!Moijevousditdenepasjurcrdu

tout>,(Mt5,33-34)[…]'Ibuslesinquisiteursrapportentcef,itcommeunccaract6risti-

quedes<<vaudois>> >>

〃秘（第5章21節）

必秘（第26章52節）

☆18

☆19

☆20

☆21

☆22

３
４
５

２
２
２

☆
☆
☆

☆26

７
８
２
２
☆
☆
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〃秘（第7章1節)。 ルカ福音書（第6章37節）

これは， 16世紀チューリッヒの宗教改革者ウルリヒ・ツヴイングリUlrichZwingli

が説いた「象徴説」と同義である．

AUDISIO,".c".,p.73-75.

｢万人祭司」lesaCerdoceuniverselとは，一般に特権的な身分としての聖職者を否定

し，信仰を持つ各人が直接神の前に立つことができるという理念．宗教改革の三

大要素（信仰義認，聖書中心，万人祭司）の一つ．

｢ニコデモ主義｣lenicod6mismeとは，異端審問による弾圧を恐れて，表面ではカ

トリックの信仰を装いながら， 内心では独自の信仰活動に従事するという宗教的

偽装の態度を指す． カルヴァンが， このような態度をとる者を「夜ひそかにイエ

スを訪れたニコデモ」 （ヨノ､ネによる福音書・第3章1節以下）に擬して「ニコデモ

の徒」と論難した（『ニコデモの徒への釈明」1544年）ことに由来する． ただ，宗教

改革初期のプロテスタント信者にもこの傾向は見られる．

AUDISIO,Gabriel,"Lafind'unesecte:lesvaudoisdeviennentprotestants",Re/igio"〃

“c/"s/0〃XZI2X"ZIrJ"c/r,2001,p.75.
〆

<<Uneancienne<<h6r6sie>,setransfbrmaenEglisedelaR6fbrme>D

GONNE工qp.c･".,p､403．

<<onpeutenquelquesortelesestimercommelespr6curseursdesprotestationssuCcessi-

vesdesWicleffites,desHussites,desTI'borites,desFreresdel'Unit6etdesR6fbrmateurs

duXVIesiもcle”

さらに， イタリアのヴァルド派文化センター(CentreCulturelleVaudoise,ViaBec-

kwith3,10066,TbrrePeUice,Italia. イタリアのピエモンテ州トッレ・ベッリチェ

にある非公的組織で， 内部にヴァルド派に関する博物館， 資料館，研究団体の本

部等がある）の元館長であるオーギユストーアルノー・ユゴンは。 <<PierreValdo,

Pr6CurseurdelaR6fbrmeetlesVaudois)pとして，創設者であるヴァルデス自身を「宗

教改革の先駆者」としている．

９
０
２
３
☆
☆

☆31

☆32

☆33

☆34

☆35
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